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教会では青少年や若い独身会
員のことを称して「次世代」や

「若い世代」と呼ぶことがあり
ます。英語だと「Rising Generation」と
いう言葉を使いますが，「Rising」には，

「上昇する」「のぼりつつある」や「成長し
ている」などの意味があります。ラッセ
ル・M・ネルソン大管長は 2025 年4月
の総大会で，今の時代を「非常に勢いの
ある時代」と呼び，特に若い世代から霊
的に鼓舞されており，「若い世代（Rising 
Generation）は，イエス・キリストに忠実
に従う者として成長しています」とおっ
しゃいました。

わたしは 2020年から5年間※ 1，地域
七十人として奉仕をさせていただきました
が，アジア北地域全体で若い世代の兄弟
姉妹たちが主の弟子として雄々しく成長
していく姿を目にしてきました。モンゴル
からミクロネシアまで，若い世代の兄弟姉
妹たちが直面する課題は様々です。しか
し，共通するのは，皆がそれぞれの環境
や状況が異なっても，イエス・キリストに
忠実に従う者として努力をしているという
ことです。モンゴルでは民族模様が織り
込まれたカーペットの敷かれたギャザリ
ング・プレイス※ 2 に独身会員たちが集ま
り，カラオケやスポーツ，モンゴル相撲など
の活動を行っています。彼らの多くは新
会員です。ミクロネシアではトラックの荷
台に乗った若者が雨の中でも教会に集
います。晴れていたかと思えば，急に雨
が降り，また晴れる。彼らの着ている白
いシャツも濡れては渇きを繰り返します。
彼らの笑顔は輝いており，ハリのある美し
い歌声で賛美歌を歌います。日本や韓国

では，第二世代，第三世代を超えて，福音
の中で育った若人が教会の様々な場面で
指導者として奉仕しています。彼らの姿
は「Rising Generation（上昇する，成長
している世代）」そのものです。コロナウ
イルスが蔓延していた期間は，すべてが
止まったかのように感じましたが，今はそ
の期間以前よりもさらに多くの若人が専任
宣教師として主に仕え，神殿に参入し，ネ
ルソン大管長がかつて招かれた「イスラ
エルの集合の業」に従事しています。

一年に 4 回行われる地域評議会には，
地域会長会とアジア北地域のすべての地

域七十人が出席しますが，毎回，若い世
代についての評議が行われます。 YSA
カンファレンスや YSAのギャザリング・
プレイス，神殿交流会など，どうしたら若
い世代を強めることができるのかが評議
されます。このような評議はステーク評
議会でもワード評議会でも行われている
ことでしょう。彼らは教会のかけがえの
ない財産で，教会の将来を担う若者です。

2011年に日本で初めて現在のfsy（開
催当時はefy「Especially for Youth」と
呼ばれていた）が京都と東京で開かれ，
約 1,400人の青少年が参加しました。そ
れから14 年がたちますが，fsy は青少年
に霊的な力と仲間とつながる機会を提供
してきただけでなく，多くの独身会員がイ
エス・キリストのような指導性を身に着け
る場所にもなってきました。

その伝統は今も引き継がれています。
fsyとは別に独身会員のカンファレンスも
毎年開かれていますが，これらのYSAカ
ンファレンスでも，独身の兄弟姉妹がカン
ファレンスコーディネーターとして召され，
カンファレンスの計画，準備，進行を取り
まとめていきます。 fsy や YSAカンファ
レンス，また各地で設けられているインス
ティテュートやギャザリング・プレイスは，
若い世代の兄弟姉妹たちが，儀式と聖約
を通して主と固くつながり，互いに支え合
う精神と帰属意識を持ち，ネルソン大管
長がおっしゃっている，イエス・キリスト
に忠実に従う弟子となれるよう助けるた
めに設けられていることを知っています。

主が日本の若い世代の兄弟姉妹たちを
心にかけておられ，常に導いておられる
ことを証します。◆

※ 1 ─ ヘンリー・サブストローム長老は，2025年春の
総大会で地域七十人から感謝の解任を受けました。任期は
8 月1日で終了します
※ 2 ─ 次ページ（本誌 L2）参照
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かけがえのない若い世代
─地域七十人 ヘンリー・サブストローム長老─

Spiritual Message for YSA─
指導者からのメッセージ  
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 YSAギャザリング・プレイス※ 1 
（YGP）とは，18 歳から35 歳
のYSA（ヤングシングルアダル

ト）が集まる（gathering）ための場所，
交流する場所です。ステーク/ 地方部の
申請により設置されます。日本において
は現在，すでにほとんどのステーク・地
方部から申請されており，活用の進み具
合は地域によって様々です。地域会長会
は，若い世代を強めるこの仕組みを全国
で活発に利用してほしいと望んでいます。

YGPは多くの場合，教会の教えを学
ぶ教育プログラム「インスティテュート」
のクラスと共に設けられます。例えば，
YSA が集まってインスティテュートを学
んだ後，一緒に食事をし，ゲームなどの楽
しい活動に興じる，といった形です。あ
るいは，YSAによる「家庭の夕べ」を開
く場合もあります。またYSA 神殿交流
会，YSA日曜集会，ワンデーイベントな
ど，多彩なプログラムがあります。いずれ
も，イエス・キリストの教えによる霊的な
養いと，同世代で楽しく交流する情緒的

な養いにより，若い人の信仰を強めるこ
とが意図されています。

こうした活動は，ステーク/ 地方部の
YSA代表たちが計画・実施します。場
の運営や食事の提供は，シニア夫婦宣教
師やステーク指導者の活躍によって支え
られています。また，インスティテュート
の開講はセミナリー＆インスティテュート
の職員がサポートします。

ある場所では，インスティテュートのク
ラスに数人しか参加していませんでした。
昨年 10 月からYGP が始まり，YSA代
表補佐の兄弟は，多くの人にクラスに集っ
てほしいと願いました。彼は，インスティ
テュートの後に皆で楽しむ様々なゲーム
を考え，多くの人に声をかけて活動を活
性化させました。現在では 25人ほどの
YSAと宣教師，求道者が集っています。

専任宣教師は，
レッスンを学んで い
る若い人と一緒 に

に参加します。彼らは YSAたちに歓迎
され，自然と友人になります。宣教師が
転任しても，彼らを助ける会員がいるの
です。 YSAが会員でない友人を連れて
くることもあります。これまで YGPを通
じて何人もの改宗者が生まれました。宣
教師とのふれあいによって影響を受け，
伝道に出ることを決意する人もいます。

インスティテュー
トとYGPの相乗効
果によって，若い
世代は着実に
育まれている
のです。◆

Institute & YSA Gathering Place ─
若い世代を育む  

インスティテュート ＆ YSA ギャザリング・プレイス

2025年
第1四半期までに
活動実績のあった
全国のYGP

＊同一ステーク内の複数
箇所で活動しているケー
スもある。また，他の地域
のYGPも活動準備中

※1 ─ ギャザリング・プレイスの詳細はこちら

https://bit.ly/3YHZvPf
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 わたしが末日聖徒イエス・キリス
ト教会に改宗したのは 2019年
12月のことでした。その 2 か

月後，新型コロナウイルスによるパンデ
ミックが始まりました。教会は閉鎖され，
活動はすべてオンラインで行われるよう
になりました。オンラインでの聖餐会や
YSAの活動に参加しましたが，改宗した
ばかりの新会員が，教会員との直接の交
流なしに信仰を維持するのは難しいこと
でした。わたしの信仰は少しずつ弱まっ
ていき，パンデミックが収まって対面での
集会が再開されるようになっても，教会
には行きませんでした。

数年後，わたしの生活に異変が起こり
ました。片づけが全くできなくなったの
です。どこから手を付けたらいいか分か
らないほど散らかった部屋にいるのに，
外出することも億

おっ

劫
くう

でした。誰にも会い
たくない気持ちで毎日ひどく気持ちが落
ち込み，生死にかかわる考えも頭に浮か
びました。ともかくここにいてはいけない
という気持ちで，精神的な問題を持つ人々
を支援するNPO法人と繋がりました。

当時わたしは愛知県に住んでいました

が，NPO法人の本拠地は北海道にあり，
北海道への転居を勧められました。環境
を変えることが必要だと感じたわたしは
その勧めに従い，2024年10月に北海道
の札幌市に引っ越しました。転居してす
ぐに受診した病院で，うつ病と不安障害
の診断を受けました。

北の地での孤独

転居した当初困ったのは，北海道に知
人がだれもいないことでした。当時教会
は休んでいましたが，知っている会員も
北海道にはいません。スーパーや病院な
ど，生活上必要な情報についてすぐに聞
ける人がいない，ちょっとした会話ができ
る友達がいないことは深い孤独を感じさ
せました。

そんな矢先，愛知時代の友人から連絡
がありました。札幌で行われるYSAカ
ンファレンスに参加するので，北海道で
会おうということでした。カンファレンス
の 2 日目，自由時間に友人と再会して話
していると，ふと彼が言いました。「明日
札幌のインスティテュートハウスに行くん
だ。」……インスティテュートハウスが何

をする場所かも知りませんでした。友人
はインスティテュートの秋学期のパンフ
レットと，オープニングソーシャル※ 1 のチ
ラシをくれました。でもそのときは，正直
興味がもてませんでした。それでも友人
は帰る前，北海道の教会員の友達を紹介
してくれて，早速，連絡がきました。「竹
中兄弟，今度インスティテュートハウスで
オープニングソーシャルっていうのがある
んですけど，一緒に行きませんか？」

誘われてとても迷いました。わたしは
昔からたくさんの人が集まる場所が苦手
でした。自分から話しかけることができ
ないからです。勇気を出して話しかけて
も，相手は「は？」と言って眉をひそめた
り，「え？」と困った顔をしたりしました。
そういった経験を重ねるうちに，「人と会
話をすることは怖いことだ」と思うように
なったのです。

ただ，このままではいけないと思う気
持ちもどこかにあって，オープニングソー
シャルに参加することにしました。

「縁」を感じて

2025年1月に行われたオープニング
ソーシャル当日，札幌市の大通りにある
インスティテュートハウスにはたくさんの
YSAが集まっていました。入ってすぐに

「誰も知っている人がいないな，ちょっと
苦手な感じだな」と思いました。それで
も参加者の方々を眺めていると，「あ，こ
の人，知ってる！」わたしがお休みになる
前に参加していたオンラインYSA活動で
見かけた人でした。よく見ると，4人は見
覚えのある会員がいました。話しかける
ことはできませんでしたが，かつて同じ
時間を共有していた人との出会いに「縁」
を感じて励まされました。それから行わ
れた，お餅を丸めて食べたりインスティ

※ 1 ─ インスティテュートの学期が始まる際に YSAが集
まって催される，新学期の講座紹介と楽しい交流の活動

大きな心の変化
ギャザリング・プレイスで得られたもの
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Institute & YSA Gathering Place ─
若い世代の経験 
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テュートの紹介を聞いたりする活動はと
ても楽しくて─インスティテュートに登
録しようと思ったのはその日がきっかけ
だったと思います。

大きな変化

間もなく，インスティテュートの冬学期
が始まりました。毎週月曜日朝 6時45分
からの『教義と聖約』コースで，わたしの
他に登録者が 3人ほどと宣教師が出席し
ていました。知らない人ばかりで不安はあ
りましたし，わたしは教会を休んでいたほ
ぼ 5年の間，全く聖典に触れていませんで
した。ですが，初めてのクラスで「すごく
楽しい」と感じたのです。先生の解説を
聞き，この時代の人々がどのように主に仕

えていたのかということを，御霊を感じな
がら学ぶのはすばらしい時間でした。

それから毎回クラスに出席しました。
朝早いクラスなので，5 時には起きて地下
鉄に乗らなければなりません。でもそれ
を面倒だとかつらいとか思ったことはあ
りません。日曜日になると次の日のクラス
が楽しみで「早く寝ないと！」とワクワク
していました。

1 か月ほどたったころ，わたしは自分
の性質と性格の変化に気付きました。愛
知にいた頃の，部屋が片付けられず外に
出られなかった無気力な自分と打って変
わって，外に出たい，部屋をきれいに保ち
たい気持ちが強くなっていたのです。常
にいくつも抱えていた不安がなくなり，明

るい気持ちで過ごすことが増えました。
それまで自分を包んでいた重たい膜のよ
うなものが，体から剥がれ落ちるような感
覚でした。

また，人から注目されるのが嫌で自分
からは発言できなかったわたしが，クラス
で手を挙げて質問をするようになったの
です。「目立ちたくない」よりも「学びた
い」気持ちが上回ったからです。そして，
あれほど話しかけるのが怖かったわた
しが自分から話しかけられるようになり
ました。「お名前をお伺いしていいです
か？」と初めて勇気を出して尋ねたとき，
隣の姉妹はほほえんで名前を教え，わた
しについても尋ねてくれました。以来，多
くの兄弟姉妹と友人になることができ，
今は一緒にカラオケに行ったり楽しい活
動を企画したりしています。

彼らと知り合い，わたしが変わるきっか
けをくれたギャザリング・プレイスはわた
しにとって，「神様の下で働いている人た
ちの集いの場所」です。同時に，誰かを
助けられる場所でもあります。ここで，今
度はわたしが，孤独を感じているだれかの
ために奉仕できたらと考えています。 ◆

 ぼ くは北海道の釧路市で生まれ，
実家で家族と一緒に暮らして
いました。ぼくが25 歳くらい

の頃，兄が函館で改宗し，その直後に釧
路の実家に宣教師が訪れました。家族
皆が宣教師からレッスンを受けるように
なり，母とぼくは 2019 年 3 月 30 日に改
宗しました。

昨年の 10月，ぼくは札幌神殿の職員と
して就職するために，11年間勤めたパン
工場での仕事を辞め，札幌に引っ越して
きました。引っ越しの手続きや家の片付

竹中晴喜兄弟，宣教師たちと竹中晴喜兄弟，宣教師たちと

体が震え出しました
ギャザリング・プレイスへの促し　田

た
村
むら
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志
し

兄弟  北海道北ステーク大谷地ワード
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テーブルとテレビだけの，初めての一人暮
らしが始まりました。

初出勤の日は，25 歳から 40 歳までの
独身成人を対象としたYSAカンファレン
スから帰った翌日でした。仕事中に突然
電話が鳴りました。カンファレンス後も
札幌に残っていた名古屋出身の友人から
でした。「今夜一緒にインスティテュート
に行かないか？」と誘ってくれたのです。
彼は兄のミニスタリングブラザーでもあっ
た人で，明日のフライトで名古屋に帰る予
定だと言います。その夜，ぼくは同じ世
代の人たちと一緒に初めて対面で学び，
クラスの後でパフェを食べながら語り合
うという，とても楽しい時間を過ごしまし
た。実は，初めての一人暮らしがとても
寂しく感じられ，このままだと神殿で働い
てアパートに帰るだけの生活になるので
はと心配していたのです。なるべく友達
と一緒に時間を過ごしたい，友達ができ
るきっかけになればと思い，ぼくは家庭
の夕べやインスティテュートに出席するよ
うになりました。

10月も終わりに近づいた頃だったと思
います。その日は，インスティテュートハ
ウスで YSAの家庭の夕べがある日でし
た。札幌はだいぶ気温も下がり，陽が落
ちるのも早くて，仕事から帰ってきた 5 時
くらいにはすっかり暗くなっていました。
まだ慣れない仕事で疲れていたぼくは，
いつものようにスーツを脱いで，ふとんに
もぐりこみました。

6 時頃まで仮眠を取って，それから準
備して 6 時半くらいに出発したら，7 時
の開会に間に合います。部屋は10℃を下
回っていて寒かったのですが，すぐ起き
るつもりだったのでエアコンはつけずに，
2枚重ねの茶色の毛布にくるまりました。

そうしたら，思ったより深く寝入ってし
まったようで，はっと気づいたらもう7 時
くらいになっていたんです。しまった，寝
すぎてしまったなと焦りました。今から
行っても家庭の夕べは始まっているだろ
うし，行くかどうしようかと迷いました。
面倒くさいからこのまま寝ちゃおうかな，
そう思ったときでした。

不安に襲われて

突然，手や足，体全体が震え出して，ぞ
くぞくと寒気のような不安が襲ってきたの
です。たった 20 秒くらいの一瞬のことで
したが，それは，熱が出たときや体調が
悪いときの感覚とはまったく違う，これま
で経験したことのない緊迫感を伴うもの
でした。

まずい！ これは家庭の夕べに行った方
がいいな，このままでいたら大変なことに
なる，孤独死するかもしれない。そんな
直感がありました。ここで寝てしまったら
霊的に弱くなるんじゃないか。面倒だか
ら行かないという道を選んでしまったら，
それが習慣づいてしまうんじゃないかと
も思いました。寝ていたらだめだ！ ぼく
は毛布をはぎ取り，急いでジーンズとパー
カー，その上にジャンバーを着て家を飛び
出し，駅まで走っていきました。たとえ間
に合わなくても，なるべく早く行った方が
いいと思ったのです。走り出すと不安な
気持ちは次第に弱まり，地下鉄で大谷地
駅から大通駅に向かっているときには，
心はだいぶ落ち着いてきました。そして
電車から降りると，また一刻でも早くと仲
間のもとへ走りました。

インスティテュートハウスに到着したの
は 7 時半頃でした。 20人くらいのYSA
が集まっていて，食事をしながら談笑し
ていました。仲間たちから「遅かったね。

どうしたの？」と尋ねられたので，「いや，
疲れて寝ていたんだけど，寝過ごしてし
まって。間に合わないからまた寝ようとし
たんだけど，急に体中が震え出して，死ん
じゃうといけないと思って急いで来たん
だ」と，たった今経験したことを話しまし
た。仲間たちは「そうなの！」って，ぼくの
話を信じてくれました。皆の顔を見たら安
心してうれしかったのを覚えています。

孤独を感じない今

今ではすごく体調の悪い日以外は，月
曜日は家庭の夕べ，火曜日は対面のインス
ティテュートに出席し，仕事と都合が合え
ば木曜日のインスティテュートやワンデー
ユニット※ 1 にも参加しています。土曜日
は仲間とカラオケに行ったり，一人暮らし
のコツを教わったり，YSAカンファレンス
で知り合った友人や教会外の友人とも遊
んだりしています。ぼくは教会に入ってま
だ 6年くらいですが，交友関係が広がって
楽しく過ごしています。もしあの日，YSA
の家庭の夕べに行っていなかったら，ア
パートと職場の往復と，大谷地ワードや
YSAワンデーユニットに集うくらいで，友
達も多くはなかったでしょう。

ぼくはどちらかというと直感で動くタイ
プですが，突然体が震えたあの夜のこと
を思い返すと，定かではないですが，あれ
は御霊だったのかな，と思うのです。◆ 

※ 1 ─YSAだけで行う安息日の集会

田村仁志兄弟田村仁志兄弟

Institute & YSA Gathering Place ─
若い世代の経験  
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 今から 2 年前，離婚をしました。
円満離婚でしたが，長く一緒
に暮らしていたので，独りの寂

しさも相まって苦しい時期がありました。
孤独で生きがいもなく，霧の中を一人で
さまよっているような感覚の中で，わたし
はお酒におぼれる毎日を送るようになり
ました。仕事終わりには必ずビール 1 ～
2 本を飲み，お店に行って「飲むぞ！」
というときは 8 杯程度飲んでいたと思い
ます。

お酒で孤独を埋める生活が続くうち
に，二日酔いで翌日の仕事に支障が出る
ほどになりました。このままではよくない
と思っているのに，夜になるとまた飲んで
しまう。どうしても自分の力だけでは生
活を変えることができない，どうしよう，
という状況でした。

どうして飲まないの？

わたしはスポーツが好きでバドミント
ンのコミュニティーに入っています。ある
日，メンバーで食事に行った中に末日聖
徒イエス・キリスト教会の会員の男性が

いました。最初に彼を見て不思議に思っ
たのは，お酒を飲まないことでした。こ
んなにおいしいごはん屋さんでなぜ飲
まないの？ わたしが尋ねると，彼は言い
ました。「実は教会に行っているので」
─それから彼は知恵の言葉の戒めに
ついて話し，その戒めを守ることでどれ
ほど幸せな生活を送っているか教えてく
れました。わたしは衝撃を受けました。
その男性はわたしが人生で初めて出会っ
たクリスチャンで，戒めを守るとそんなに
幸せな生活を送れるものなのか，と不思
議に思いました。

教会の教えについてもう少しよく知り
たいと彼に伝えると「それならもう教会
に来たほうが早いよ」と自宅から近い福
岡ワードを紹介してくれました。

初めての教会

次の日曜日，わたしは福岡ワードの前に
いました。 2024年7月の，よく晴れた夏
日でした。教会に行ってみる！ と言った
ものの，当時のわたしは人見知りでコミュ
ニケーションが得意ではありませんでし

た。教会で大勢の人に囲まれてあいさつ
や自己紹介をすることに抵抗がありまし
た。ただ，知り合いの男性が良い方だっ
たので，彼がいるし大丈夫だろう，と勇気
を出して中に入ったのです。

教会には予想通りたくさんの人がいま
した。でも，会う人はみんなフランクで，
こちらが緊張する暇がないほど話しかけ
てくれます。温かくて優しい空間で，集団
の中にいるのに疲れずむしろほっとする。
初めての感覚でした。そして証会で大勢
の方々が次 と々証をする姿を目の当たり
にしたわたしは，キリスト教とは何か，教
会の教えとは何か，もっと知りたいと素直
に思いました。

お酒に別れを告げる

それから，日曜日に仕事がない日は必
ず教会に行くようにしました。インスティ
テュートとギャザリング・プレイスにも参
加し始めました。ギャザリング・プレイス
に初めて行ったときは正直，バプテスマす
ら受けていない自分は場違いではと思い
ました。でも，初めてのわたしにみんなフ
ランクに接してくれました。誰でも楽しめ
るゲームで盛り上がっておいしいごはん
を食べて，気が付くと1 時間たっぷり楽し
んでいました。

毎週金曜日のインスティテュートも新
鮮でした。授業形式で何かを学ぶこと自
体久しぶりでしたし，それまで金曜日の
夜はわたしにとっては「花

はな

金
きん

」※ 1。お酒
を飲んでいる時間だったのを学びの時間
に当てるのは自分のためになると感じま
した。担当してくださる兄弟姉妹の授業
がすばらしくて，福音の考え方や戒めの
意味について聞くことが楽しく，時間が合
えば毎週絶対に行きたいと思いました。

こうして，週に何度も教会に通う生活

※ 1 ─ 「花の金曜日」の略。翌日が土曜日（休日）なので
夜遅くまで心置きなく遊べるという意味で使われる

自分らしくいられる場所
YGPの仲間たちと出会って　古

ふる
川
かわ

佳
か

奈
な

姉妹 福岡ステーク福岡ワード
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を続けるうちに，不思議とわたしは，あっ
さりきっぱりとお酒をやめていました。や
めようかなと思った日から1 か月もたって
いません。教会で兄弟姉妹と過ごすこと
が楽しくて，孤独でなくなったわたしには
お酒を飲む必要がなくなったのだと思い
ます。

知恵の言葉の戒めを守るようになって，
わたしは健康の何たるかを知りました。
お酒を飲んでいたころのわたしは気分の
上下が激しく，怒りっぽい日もあれば何も
ないのに涙が出る日もありましたが，それ
がまったくなくなりました。肌がきれいに
なって太りにくくなっただけでなく，精神
的にも浮き沈みが少なくなりました。お
酒を飲んでいた頃のわたしを知っている
友人たちは驚き，「穏やかになったね」と
言われました。

主の懐に抱かれて

戒めを守り，宣教師のレッスンを受ける
ようになったわたしは，教会にいる時間は
今までの苦しかった日々を忘れることが
できて心が軽くなっていることに気が付
きました。宣教師や教会員と話をするた
びに，言葉では言い表せない安堵感，幸
福感を感じました。それは急に何かが変
わったというよりは，朝日がゆっくりと昇
り，夜が明け，優しい陽の光を浴びている
ような心地よい変化でした。そのときに
初めて，この温かみの中だったら自分を
見失うことなく前向きに生きていけるの
かもと思うようになりました。

同じ頃，わたしは宣教師のレッスンで
隣人を愛するという第二の戒めについて
学びました。とても素敵な教えだと思い
ましたが，当時の職場で実践するのは難
しい状況でした。先輩二人の仲が悪く，
毎日お互いの愚痴が飛び交う中でわたし

は板挟みになっていたのです。どうにか
先輩方の仲を修復できないかと努力した
りお祈りをしたりしましたが，関係は悪く
なる一方でした。次第にわたしもつらく
なってきて，二人を愛することができなく
なりました。なぜわたしが巻き込まれな
ければならないのか？ 職場にいること
がつらくて，二人の顔も見たくないと思う
ようになってしまいました。そのとき，藁
にもすがる思いでわたしは，どうあるべき
なのかを神様に祈りました。

すると，お祈りの最中に背後から抱き
しめられているような温かみを感じたの
です。「（あなたは）充分頑張っている。
もっと楽に考えて大丈夫だよ」と励まされ
ている感覚がありました。そして，お祈り
が終わったときには，それまで感じていた
怒りや悲しみがスッとなくなって心が軽く
なっていたのです。

この啓示を受けてからはわたしを取り
巻く環境がみるみる良い方向へ進んでい
きました。わたしはこれまでのように先輩
たちの愚痴をただ聞くだけではなく，ちゃ
んと自分の意志や思いを伝えるようにしま
した。すると，先輩たちの仲は徐々に和
らいでいき，最後は 3人でご飯を食べにい
けるほどの関係になったのです。

問題が解決して心に平安が訪れたと
き，神様は信仰する一人一人を愛し，導き
をくださると確信しました。

バプテスマを受けたい

御霊を感じ，啓示をいただいて，わたし
はバプテスマを受けることを決意しまし
た。バプテスマについて相談すると両親
は，「戒めを守って健康的な生活を送って
いるし，何より前向きになった。大人数の
コミュニティーに行くのをあれだけ嫌って
いたのに自ら行くようになっているから，

それはすばらしい教えなんじゃない？（バ
プテスマは）もう本当にいいことだと思う
よ」と応援してくれました。

2025年1月10日，わたしはバプテスマ
を受けました。その日の福岡は大雪で，
一時はバプテスマ会の延期も検討される
ほどでした。ですが，夜19 時からのバプ
テスマ会には驚くほどたくさんの兄弟姉
妹が出席してくれました。バプテスマの
水から上がったとき，とてもすがすがし
く，心が透き通るような感覚だったのを覚
えています。

新しい日々

教会に行くようになって，生きること
が楽しくなりました。それはインスティ
テュートやギャザリング・プレイスの影響
が大きいです。教会の仲間たちを家族の
ように感じています。友達というより，妹
が増えた弟が増えたという感覚です。彼
らと一緒だからこそ，人見知りだったわ
たしが，人前で発表をしたりお祈りをした
りということが少しずつできるようになっ
て，自信もついてきました。教会に行くた
びに「おかえり！」「ただいま！」みたいな
感じになります。

ここまでの道のりの中で，わたしは神
様や多くの方からたくさんの愛を受けて
きました。今度はわたしも人々に愛を伝
えていけるようになりたいです。 ◆

古川佳奈姉妹古川佳奈姉妹
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伊
い

藤
とう

 慶
よし

久
ひさ

・君
きみ

子
こ

名古屋伝道部
仙台ステーク  福島ワード

2025 年 2 月 17 日 伝道開始

三
み

浦
うら

 正
まさ

弘
ひろ

・ 京
きょう

子
こ

札幌伝道部
千葉ステーク  小岩ワード

2025 年２月 28 日 伝道開始

大
おお

場
ば

 俊
とし

克
かつ

・佐
さ

加
か

栄
え

福岡伝道部
広島ステーク  広島光ワード

2025 年 3 月 17 日 伝道開始

鈴
すず

木
き

 政
まさ

男
お

・陽
よう

子
こ

日本札幌神殿
名古屋ステーク  四日市ワード
2025 年 3 月 21 日 伝道開始

●	日本新潟地方部
	 第一顧問：熊

くま

谷
がい

 正
まさ

行
ゆき

●	新潟地方部三条支部
	 会長： Steven T. Warr
●	日本郡山地方部
	 第一顧問：阿

あ

部
べ

 佳
よし

彦
ひこ

●	日本長野地方部
	 第二顧問：植

うえ

原
はら

 友
とも

祐
ひろ

●	金沢ステーク高岡ワード
	 ビショップ：林

はやし

  祐
ゆう

輝
き

●	桐生ステーク大泉支部
	 会長：Alexsander Petini de Aquiar
●	東京ステーク坂戸ワード
	 ビショップ：大

おお

垣
がき

 隼
しゅん

也
や

●	東京ステークふじみ川越ワード
	 ビショップ：杉

すぎ

浦
うら

 雅
まさ

明
あき

●	名古屋東ステーク名東ワード
	 ビショップ：山

やま

田
だ

 啓
あき

彦
ひこ

●	大阪ステーク河内長野ワード
	 ビショップ：志

し

野
の

 英
ひで

基
き

●	沖縄軍人地方部佐世保軍人支部
	 会長： Michael A. White
●	沖縄ステーク名護支部
	 会長： 渡

わた

邉
なべ

 慧
さとし

役員の異動
2025年 1月23日から4月22
日までに教会組織指導者住所
録で更新された役員の異動
（敬称略）

アリッサ・マカスパック・スマング
ワシントン州エバレット伝道部

神戸ステーク
神戸ワード

2025 年 2 月 10 日
伝道開始

杉
すぎ

本
もと

 光
こう

太
た

福岡伝道部
東京ステーク
桶川ワード

2025 年 3 月 19 日
伝道開始

板
いた

倉
くら

 沙
さ

恵
え

カルフォルニア州フレズノ伝道部
松戸ステーク
我孫子ワード

2025 年４月 16 日
伝道開始

港
みなと

道
みち

　倖
こう

仙台伝道部
神奈川ステーク

川崎ワード
2025 年 4 月 9 日

伝道開始

田
た

代
しろ

 結
ゆ

生
う

福岡伝道部
北海道北ステーク
旭川第一ワード

2025 年 2 月 5 日
伝道開始

太
た

刀
ち

川
かわ

 桜
さくら

子
こ

名古屋伝道部
東京西ステーク
吉祥寺ワード

2025 年 2 月 5 日
伝道開始

大
おお

嶺
みね

 聖
まさ

人
と

東京北伝道部
沖縄ステーク
沖縄ワード

2025 年 3 月 19 日
伝道開始

福
ふく

田
だ

 有
ゆう

利
り

南アフリカ・ケープタウン伝道部
北海道南ステーク

室蘭ワード
2025 年４月 10 日

伝道開始

坂
さか

本
もと

  菫
すみれ

仙台伝道部
熊本ステーク
大牟田支部

2025 年 2 月 26 日
伝道開始

糸
いと

数
かず

 悌
てい

真
しん

札幌伝道部
千葉ステーク
東金ワード

2025 年４月 9 日
伝道開始

山
やま

口
ぐち

 雄
ゆう

大
た

カナダ・トロント伝道部
東京西ステーク

町田ワード
2025 年 1 月 29 日

伝道開始

柳
やぎ

沼
ぬま

  輝
てる

ワシントンDC南伝道部
名古屋ステーク

福徳ワード
2025 年 2 月 5 日

伝道開始

ヴィクトル・ユーゴー・ノヴァック・
きむら・デ・アルカンタラ

福岡伝道部
桐生ステーク
桐生ワード

2025 年 3 月 17 日
伝道開始

安
あ

里
さと

 和
かず

慈
ちか

東京南伝道部
沖縄ステーク

那覇第二ワード
2025 年４月 9 日

伝道開始

謝
じゃ

花
はな

 光
りり

葉
は

札幌伝道部
東京西ステーク

高尾ワード
2025 年 2 月 26 日

伝道開始

帆
ほ

足
あし

 真
こ こ ろ

珠
仙台伝道部

熊本ステーク
大分ワード

2025 年 4 月 9 日
伝道開始

マーク・けいじ・
マンドゥハノ・バルディビア

東京南伝道部
東京ステーク
所沢ワード

2025 年４月 21 日
伝道開始

石
いし

坂
ざか

 愛
あ

理
り

沙
さ

ユタ州ソルトレイクシティ・
テンプルスクエア伝道部

東京西ステーク
吉祥寺ワード

2025 年 2 月 12 日
伝道開始

中
なか

島
しま

 美
そ

空
ら

名古屋伝道部
名古屋ステーク

高畑ワード
2025 年 3 月 31 日

伝道開始

大
おお

石
いし

 依
い

央
お

カナダ・トロント伝道部
松戸ステーク
我孫子ワード

2025 年４月 16 日
伝道開始

ポール・ひろき・わたなべ・ソト
東京北伝道部

名古屋ステーク
御器所ワード

2025 年 2 月 5 日
伝道開始

●上から氏名，任地（伝道地），出身ユニット，伝道開始日

●教会機関誌リアホナでは，専任宣教師のご紹介を
掲載いたします。何らかのご事情により，ローカル
ページに掲載されたくない方がおられましたら，

MTC入所またはオンライン訓練開始までに以下の
ウェブフォームを通じてお知らせください。

大
おお

嶺
みね

 莉
り

緒
お

オーストラリア・パース伝道部
神奈川ステーク

山手ワード
2025 年 2 月 28 日

伝道開始

土
つち

田
だ

 沙
さ

愛
らい

仙台伝道部
神奈川ステーク

大和ワード
2025 年４月 9 日

伝道開始

● 宣教師紹介用ウェブフォームはこちら

https://bit.ly/4aPw4yG


